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インターバンクの声 （2017 年 3 月 13 日） 
 

週末 10 日、ニューヨーク市場の朝方に発表された 2 月の米雇用統計は、非農業部

門就業者数が 23万 5千人増と市場予想を上回り、失業率も 4.7％と前月から 0.1％

改善された。この結果から 14－15 日の米連邦公開市場委員会（FOMC）での利上

げがさらに確実視されることになったが、週末のドル円の高値 115円 50銭は指標発

表前のことだった。 

指標発表後にドルが売られ始めたのは、市場がもう一段の強い数字を期待していた

ことや、雇用の伸びが前月から鈍化、平均時給の伸びが予想に届かなかったことに

よる失望にあったようだ。 

テクニカル面で重要な節目だった 115 円 60 銭を超えられなかったことも影響したと

思われるが、米長期金利の低下や原油価格の続落もドルの重石となった。また、ロ

ス米商務長官が記者会見で日本との通商交渉について「貿易や安全保障の重要

なパートナーで優先度が高い」と述べていたことも伝わり、やはりトランプ新政権が対

日貿易赤字を問題視しているのではとの思惑が広がったことも円買いに繫がった。

今週、利上げとは別に FOMC メンバーによる先々の金利見通しも気になるが、ロス

商務長官の発言はドル高を想定している市場参加者にとっては大いに気になって

しまった。 
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